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ＬＥＥＤ、ＷＥＬＬでは、クレジット取得に資する製品（マテリアル）を使用すると、
ポイント取得につながるものがあります

ＷＥＬＬ ｖ2ＬＥＥＤ ｖ4



ＬＥＥＤＶ４ ＭＲ（MATERIALS AND RESOURCES）クレジット
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リサイクル可
能資源の収集
と保管

建設および解
体廃棄物の管
理計画

建物のライフサイクル環境負
荷低減

建材の情報開示と最
適化-製品の環境情
報の明示

建材の情報開示と
最適化―原料の採
取

建材の情報開示と最
適化- 材料の成分

建設および解体廃棄物の管理

必須 必須 加点 加点 加点 加点 加点

建物全体のリ
サイクル可能
材料の収集と
保管のために、
容易に使用で
きる専用区域
を設ける

建設解体廃棄
物管理計画を
策定し、実行
する。

プロジェクト初期の意思決定
期に、既存建物の資源の再使
用により、またはライフサイ
クルアセスメントを通じて材
料使用量を削減できることを
示して、環境への影響を抑制
できることを実証する
選択項目1. 歴史的建造物の再
使用
選択項目2. 放棄されたまたは
荒廃した建物の改修
選択項目3. 建物及び材料の再
使用
選択項目4. 建物全体のライフ
サイクルアセスメント

下記の選択肢の1つ
または複数を達成す
る
選択項目1. 環境製品
宣言（EPD）5社20
製品以上
選択項目2. 複数の特
性の最適化。建材コ
ストの50％以上

下記の選択肢の1つ
または複数を達成
する
選択項目1. 原材料
調達先と採取の報
告。5社20製品以上
選択項目2. リー
ダーシップエクス
トラクション活動。
建材コストの25％
以上

下記の選択肢の1つ
または複数を達成す
る
選択項目1. 原材料成
分の報告。5社20製
品以上
選択項目2：材料成
分の最適化。建材コ
ストの25％以上
選択項目3：製品
メーカーサプライ
チェーンの最適化。
建材コストの25％以
上

有害ではない建設･解体材料をリサ
イクル及び/または廃品 利用する。
計算は重量または体積のどちらで
も可能であるが、全体でどちらか
に統一しなければならない。方法1. 
50% と材料ストリーム3品目 を転
用（1ポイント）
建設･解体材料全体の50% 以上を転
用する。転用した材料には、3品目
以上の材料がなければならない。
または
方法2. 75% と材料ストリーム4品
目を転用（2ポイント）
建設･解体材料全体の75% 以上を転
用する。転用した材料には、4品目
以上の材料がなければならない。
又は建物床面積1平方フィート あ
たり2.5 ポンド（12.2 kg/m2）を
超える建設廃棄物を発生させない。



調達担当として考えたこと
• ＬＥＥＤ、ＷＥＬＬのマテリアル関連のクレジットを取得しよ

うとした場合、情報がまとまっていないので、ローラー作戦で
片っ端から電話をかけるしかないと感じた

• ＬＥＥＤ、ＷＥＬＬで高い評価を受けるには、マテリアル関連
のクレジット取得が必須。又、ＬＥＥＤ、ＷＥＬＬ認証以外の
建物でもグリーン、ウェルネスなビルには、関連製品が採用さ
れるのが望ましい

• マテリアル関連は設計者や事業者の努力だけでは達成できない
面があり、サプライヤーの協力が不可欠





ＬＥＥＤＶ４ ＮＣプラチナ認証事例 2019.3月末時点
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Unnati 2018/11/2
0

Greater 
Noida

India [in] 89 1 15 8 10 30 5 10 4 6

ICI Lab 
EXCHANGE

2019/2/14 Toride Japan[jp] 84 1 12 10 9 29 6 9 4 4

THREE Consultoria
Medioambiental

2016/7/11 Monterre
y

Mexico [mx] 84 1 14 8 9 30 5 8 4 5

GreenOValley
Technopole

2019/1/23 Grenobl
e

France [fr] 83 0 14 8 9 27 6 9 4 6

Genesis Washing Ltd 2018/4/27 Gazipur Bangladesh [bd] 82 1 13 8 11 27 7 5 4 6
Toyota Supplier Center 2018/12/3 Saline United States [us] 81 1 1 8 10 32 9 10 4 6
DENIM PRIVE X 
KASSIM PVT LTD

2019/2/6 Pakistan 81 0 16 7 10 26 8 5 3 6

Arch Nexus SAC 2017/4/20 Sacrame
nto

United States [us] 81 1 13 5 9 28 7 8 4 6

Utility Administration 
Building

2017/5/30 Fort 
Collins

United States [us] 80 1 9 7 8 33 4 9 3 6

DPR Construction 
San Francisco ZNE

2016/11/2
0

San 
Francisco

United States [us] 80 0 14 5 7 32 5 7 4 6



ＬＥＥＤＶ４ ＮＣプラチナ認証、マテリアル詳細
Project Name Certificati

on date
City Country MR LC

A
EP
D

原材料
の採取

材料の
成分

廃棄
物

Unnati 2018/11/20 Greater 
Noida

India [in] 5 3 0 0 0 2

ICI Lab EXCHANGE 2019/2/14 Toride Japan[jp] 6 3 1 0 0 2
THREE Consultoria
Medioambiental

2016/7/11 Monterre
y

Mexico [mx] 5 3 0 0 0 2

GreenOValley
Technopole

2019/1/23 Grenoble France [fr] 6 3 1 0 0 2

Genesis Washing Ltd 2018/4/27 Gazipur Bangladesh [bd] 7 4 0 1 0 2
Toyota Supplier 
Center

2018/12/3 Saline United States [us] 9 3 1 2 1 2

DENIM PRIVE X 
KASSIM PVT LTD

2019/2/6 Pakistan 8 3 1 1 1 2

Arch Nexus SAC 2017/4/20 Sacrament
o

United States [us] 7 3 1 0 1 2

Utility Administration 
Building

2017/5/30 San 
Francisco

United States [us] 4 0 1 1 0 2

DPR Construction San 
Francisco ZNE

2016/11/20 San 
Francisco

United States [us] 5 3 0 1 0 1



ＧＢＪマテリアルライブラリーについて
• マテリアルライブラリーは第三者認証製品を扱う「ＵＬＳＰＯＴ」

（この後詳細を説明）と第三者認証製品以外も掲載する「ＧＢＪ会
員企業の関連製品」（この発表で説明）の２つの構成になっていま
す

• 実際のクレジット取得には様々な条件がありますので、必ずメー
カーさんやコンサルさんに確認するなど自社の判断にて行ってくだ
さい

• ＧＢＪの会員企業の関連製品を扱っており、当然、ライブラリーに
掲載されていなくてもクレジット取得に貢献する製品はあります





設計者や事業者などユーザーの方へ
（ＧＢＪ関連製品パート）
• カテゴリーとクレジット毎に関連製品・サプライヤーへのリン

クがあります。リンク先は各社のページですので、内容につい
ては各社にご確認ください

• ＬＥＥＤ、ＷＥＬＬ認証以外の案件でも環境製品、ウェルネス
製品なので、積極的な採用をご検討頂ければと思います

• 何かご要望があれば、この場か後日でもご連絡ください



ＬＥＥＤ、ＷＥＬＬのクレジット取得に貢献する
製品を提供する方へ（ＧＢＪ関連製品パート）
• ＬＥＥＤ、ＷＥＬＬのクレジット取得に貢献する製品を提供し

ている会社、団体はＧＢＪの法人会員になって頂ければマテリ
アルライブラリーに掲載することができます

• リンク先のＨＰは各社でご用意ください
• ライブラリーの更新頻度は、最低限、四半期に１度は行います
• 何かご要望があれば、この場か後日でもご連絡ください


